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平成25年度文部省科学研究費補助金 基盤研究（C），15万円． 

佐鹿博信（代）: 脳外傷の高次脳機能障害者に対する居宅訪問面接と行動観察による地域リハ・ニーズ評価．

平成24年度文部省科学研究費（平成24－26年），140万円． 

若林秀隆（代）：CT によるサルコペニア指標の開発およびサルコペニアによる摂食・嚥下障害の解析．学術研

究助成基金助成金基盤研究（C），195万円． 

若林秀隆（分）：地域・在宅高齢者における摂食嚥下・栄養障害に関する研究─特にそれが及ぼす在宅療養の

非継続性と地域における介入システムの構築に向けて─．厚生労働科学研究費補助金（長寿科学総合事

業），80万円． 

（そ の 他） 

伊藤利之：障害者・高齢者に関わる法制度．第7 回福祉・地域リハビリテーション実習研修会，横浜，2013，2． 

伊藤利之：保健医療福祉の基礎理解/ リハビリテーション．平成25年度神奈川県介護支援専門員専門研修，横

浜，2013，10． 

伊藤利之：これからの地域リハビリテーション：その体制づくり．平成25年度地域リハビリテーションスタッフ研修

会，仙台，2013，10． 

伊藤利之：リハビリテーション医療の現状．神奈川県歯科医師会主催／平成25年度神奈川県摂食・嚥下障害歯

科医療担当者研修会，横浜，2013，10． 

伊藤利之：リハビリテーションの行く道．（いわてリハビリテーションセンター20周年記念）いわてリハビリテーショ

ンフォーラム2013，盛岡，2013，11． 

水落和也：杖・歩行補助具．平成25年度義肢装具等適合判定医師研修会第71回前期，所沢，2013，8． 

水落和也：新しい診断・治療体系における関節リウマチのリハビリテーション．栃木県臨床整形外科医会第19回

学術講演会，宇都宮，2013，10． 

水落和也：実践！関節リウマチのリハビリテーションチーム医療．第31回先進リウマチ医学研究会，東京，2013，

11． 

水落和也：新しい診断・治療体系における関節リウマチのリハビリテーション．RA トータルマネージメントネット

ワーク，2013，旭川，2013，11． 

水落和也：がんのリハビリテーション．平成25年度横浜市立大学附属病院緩和ケア研修会，横浜，2013，9． 

水落和也：がん患者に対するリハゴール設定の考え方．第13回がんのリハビリテーション研修会，大阪，2013，

4． 

水落和也：がん患者に対するリハゴール設定の考え方．第15回がんのリハビリテーション研修会，仙台，2013，

10． 



水落和也：ITB 療法から痙縮を考える．神奈川脊髄障害ネットワーク第5 回研究会，横浜，2013，7． 

水落和也：当科における痙縮治療とその選択肢．相模原痙縮ミーティング，相模原，2013，12． 

水落和也：小児のリハビリテーション．第24回日本小児整形外科学会，横浜，2013，11．__ 

若林秀隆：40代から要注意！あなたの知らないサルコペニア肥満．あさイチ，NHK テレビ，2013，7，18． 

若林秀隆：サルコペニア肥満．ニュースなぜ太郎，テレビ朝日，2013，11，2． 

若林秀隆：要注意！サルコペニア（筋肉減少）のやせ・肥満．ラジオあさいちばん，NHK ラジオ，2013，12，2～

6． 

若林秀隆：外見から分からない「サルコペニア肥満」．AERA2013年12月23日号． 
 


